
第
四
章
　
法
式
と
法
要
　

そ
の
概
要

◎
第
四
章
の
構
成

本
願
寺
史
料
研
究
所
が
編
纂
し
、
今
年
３

月
に
刊
行
し
ま
し
た
『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』

第
４
巻
の
第
四
章
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

敗
戦
後
の
法
式
関
係
の
変
遷
と
そ
の
関
連
事
業

に
つ
い
て
記
述
し
ま
し
た
。
こ
の
章
の
内
容
は

次
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一　

奉
仕
局
・
法
務
部
・
式
務
部
お
よ
び

勤
式
指
導
所

二　

法
式
の
変
遷
と
勤
行
集
な
ど
の
発
行

三　

蓮
如
宗
主
四
五
〇
回
遠
忌
法
要

四　

宗
祖
七
〇
〇
回
大
遠
忌
法
要

五　

宗
祖
御
誕
生
八
〇
〇
年
・
立
教
開
宗

七
五
〇
年
記
念
法
要

六　

主
な
法
要

七　

蓮
如
宗
主
五
〇
〇
回
遠
忌
法
要

八　

建
物
・
文
化
財

▼
法
式
関
係
の
改
革

１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
４
月
、
宗
政
総
局

に
設
置
さ
れ
た
奉
仕
局
・
文
書
局
・
教
学
局
・

内
務
局
の
４
局
の
う
ち
、
奉
仕
局
が
宗
門
に
お

け
る
法
要
お
よ
び
儀
式
に
関
す
る
事
柄
に
当
た

り
、
宗
門
が
直
接
修
行
す
る
法
要
・
儀
式
の
実

務
を
掌
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
奉
仕
局
の
職
員
の
名
称
と
員
数
及
び
職
掌
が

定
め
ら
れ
、
同
時
に
勤
式
指
導
所
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
４
月
に
は
法
要
儀
式

規
程
を
施
行
し
、
本
願
寺
の
法
要
を
19
の
恒
例

法
要
と
６
の
臨
時
法
要
に
分
け
て
お
こ
な
う
こ

と
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
、
１
９
４
９

（
昭
和
24
）
年
に
法
務
部
、
１
９
５
１
（
昭
和

26
）
年
に
法
務
部
・
本
廟
部
、
１
９
６
１
（
昭

和
36
）
年
に
法
式
局
、
１
９
７
６
（
昭
和
51
）

年
に
式
務
部
・
本
廟
部
、
１
９
８
８
（
昭
和

63
）
年
に
式
務
参
拝
局
・
本
廟
局
へ
と
変
遷
し

ま
し
た
。

ま
た
、
戦
後
の
大
き
な
法
要
に
際
し
て
制
定

さ
れ
る
法
要
の
作
法
と
勤
行
集
の
発
行
に
つ
い

て
も
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

▼
戦
後
の
法
要

《
蓮
如
宗
主
四
五
〇
回
遠
忌
法
要
》

戦
後
に
修
行
さ
れ
た
最
初
の
大
き
な
法
要
と

し
て
は
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
４
月
10
日

か
ら
17
日
に
か
け
て
修
行
さ
れ
た
蓮
如
宗
主
四

五
〇
回
遠
忌
法
要
で
す
。

こ
れ
は
、
敗
戦
直
後
の
復
興
が
進
め
ら
れ
よ

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
刊
行
に
あ
た
っ
て
（
第
５
回
）
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う
と
し
て
い
る
な
か
、
全
国
的
に
経
済
事
情
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
の
も
と
で
の
法
要
と
な
り

ま
し
た
。
本
法
要
の
期
間
中
に
は
、
社
会
事
業

従
事
者
大
会
を
は
じ
め
布
教
使
大
会
、
龍
谷
布

教
連
盟
、
仏
教
青
年
大
会
の
４
つ
の
記
念
大
会

が
開
催
さ
れ
、
各
教
区
ご
と
に
特
別
記
念
事
業

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

蓮
如
宗
主
四
五
〇
回
遠
忌
を
契
機
と
し
て
、

戦
後
の
混
迷
の
な
か
で
、
蓮
如
宗
主
の
一
宗
再

興
の
事
績
を
仰
ぎ
、
時
代
の
要
請
に
応
え
て
伝

道
の
強
化
徹
底
を
図
る
目
的
と
し
て
、
蓮
如
上

人
讃
仰
記
念
伝
道
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

《
宗
祖
七
〇
〇
回
大
遠
忌
法
要
》

ま
た
、
当
初
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
３
月

25
日
か
ら
２
期
19
日
間
で
の
修
行
と
し
て
計
画

さ
れ
た
宗
祖
七
〇
〇
回
大
遠
忌
法
要
は
、
１
９

５
４
（
昭
和
29
）
年
１
月
16
日
に
は
勝
如
宗
主

に
よ
る
待
ち
受
け
の
消
息
が
発
布
さ
れ
て
本
格

的
に
大
遠
忌
態
勢
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大

遠
忌
推
進
と
教
団
の
現
況
把
握
の
た
め
に
、
同

年
３
月
か
ら
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
12
月
に

か
け
て
、
勝
如
宗
主
が
全
国
の
組
巡
教
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
事
務
体
制
の

整
備
・
大
遠
忌
の
予
算
化
・
各
研
修
会
の
実

施
・
全
国
門
徒
代
表
者
大
会
の
開
催
な
ど
に

よ
っ
て
、
大
遠
忌
へ
の
気
運
高
揚
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
遠
忌
で
は
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た

技
術
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
門
徒
以
外
の

人
び
と
で
も
感
心
を
も
て
る
よ
う
に
と
、
伝
道

車
の
活
用
・
映
画
「
親
鸞
」
の
制
作
・
雑
誌
『
ア

サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
で
の
特
集
記
事
・
堂
本
印
象
原

画
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
制
作
・
本
願
寺
展
の
開
催

な
ど
が
進
め
ら
れ
、
法
要
の
様
子
は
視
聴
覚
伝

道
と
し
て
テ
レ
ビ
中
継
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
門
信
徒
に
対
し
て
は
計
画
的
な
団
体

参
拝
も
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
拝
希
望

者
の
増
加
を
受
け
て
、
法
要
期
日
を
延
長
し
て

第
１
期
を
３
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
、
第
２
期

を
４
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で
と
し
て
、
大
々
的

に
修
行
さ
れ
ま
し
た
。

《
宗
祖
御
誕
生
八
〇
〇
年
・
立
教
開
宗
七
五
〇
年
慶
讃
法
要
》

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
３
月
か
ら
３
期
20

日
間
修
行
さ
れ
た
の
が
、
宗
祖
御
誕
生
八
〇
〇

年
・
立
教
開
宗
七
五
〇
年
慶
讃
法
要
で
す
。
こ

の
法
要
で
は
、
慶
讃
委
員
会
と
と
も
に
寺
院
振

興
対
策
委
員
会
・
教
学
振
興
委
員
会
も
設
置
さ

れ
、
宗
門
の
現
状
を
把
握
し
て
次
世
代
に
つ
な

げ
る
施
策
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
法
要

の
気
運
高
揚
の
た
め
「
慶
讃
と
も
し
火
運
動
」

が
全
国
で
行
わ
れ
、
団
体
参
拝
で
は
大
型
バ

ス
・
船
舶
・
航
空
機
・
鉄
道
を
利
用
し
、
国
内

か
ら
19
万
人
近
く
の
参
拝
者
と
、
海
外
か
ら
約

１
２
０
０
人
の
参
拝
者
が
あ
り
ま
し
た
。

《
蓮
如
宗
主
五
〇
〇
回
遠
忌
法
要
》

さ
ら
に
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）
３
月
か
ら

10
期
１
０
０
日
間
に
わ
た
っ
て
修
行
さ
れ
た
蓮

如
宗
主
五
〇
〇
回
遠
忌
法
要
に
つ
い
て
も
記
述

し
ま
し
た
。
こ
の
法
要
で
は
、「
環
境
」「
家
族
」

と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
蓮
如
宗
主
の
事
績
を
「
変

革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
捉
え
て
、
若
者
の

宗
教
離
れ
の
現
状
を
背
景
に
、
次
世
代
に
教
え

を
伝
え
る
た
め
の
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

『増補改訂 本願寺史』第４巻刊行にあたって
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《
主
な
法
要
》

な
お
、
こ
の
他
に
も
、
１
９
９
１
（
平
成
３
）

年
に
修
行
さ
れ
た
顕
如
宗
主
四
〇
〇
回
忌
・
寺

基
京
都
移
転
四
〇
〇
年
法
要
や
、
２
０
０
０

（
平
成
12
）
年
４
月
に
修
行
さ
れ
た
覚
如
宗
主

六
五
〇
回
忌
法
要
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま

し
た
。

▼
建
物
・
文
化
財

各
法
要
に
と
も
な
う
記
念
事
業
と
し
て
、
御

影
堂
・
阿
弥
陀
堂
な
ど
の
文
化
財
修
復
や
、
施

設
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

宗
祖
七
五
〇
回
大
遠
忌
に
向
け
て
、
１
９
９

９
（
平
成
11
）
年
６
月
か
ら
２
０
０
９
（
平
成

21
）
年
７
月
に
か
け
て
、
御
影
堂
の
平
成
の
大

修
復
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
修
復
工
事
で

は
、
御
影
堂
周
辺
の
文
化
財
や
施
設
へ
の
影
響

を
考
慮
し
て
、
素
屋
根
を
東
側
か
ら
支
え
る
片

持
ち
式
鉄
骨
ト
ラ
ス
ト
構
造
が
採
用
さ
れ
る
と

と
も
に
、
環
境
へ
配
慮
し
て
柱
ト
ラ
ス
ト
を
箱

形
断
面
と
し
て
中
に
水
を
注
入
す
る
と
い
っ
た

新
た
な
技
法
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
１
９
８
１
（
昭
和
56
）
か
ら

１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
に
実
施
さ
れ
た
阿
弥

陀
堂
の
修
復
、
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
か
ら

１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
に
実
施
さ
れ
た
書
院

の
修
復
を
は
じ
め
、
唐
門
・
飛
雲
閣
の
修
復
に

つ
い
て
も
記
述
し
ま
し
た
。

ま
た
、
顕
如
宗
主
四
〇
〇
回
忌
法
要
に
あ
わ

せ
た
北
境
内
地
の
拡
張
と
、
蓮
如
上
人
五
〇
〇

回
遠
忌
の
記
念
事
業
と
し
て
の
聞
法
会
館
・
参

拝
会
館
の
建
設
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
京
都
市
の
都
市
計
画
に
よ
る
大
谷

本
廟
南
側
へ
の
道
路
（
国
道
１
号
線
）
敷
設
に

と
も
な
う
本
廟
の
整
備
か
ら
、
無
量
寿
堂
・
本

廟
会
館
・
第
二
無
量
寿
堂
の
建
設
に
つ
い
て
も

整
理
し
て
記
述
を
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
宗
祖
を
は
じ
め
各
歴
代
宗
主
の

回
忌
法
要
を
通
し
て
、
次
代
に
向
け
境
内
地
を

整
備
し
、
個
々
の
信
心
を
再
確
認
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
宗
門
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
法
式
と
法
要
の
意
義
を

改
め
て
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
願
寺
史
料
研
究
所

『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
』
第
４
巻　

８
８
０
０
円
（
税
込
・
送
料
別
）

Ａ
５
判
、
908
ペ
ー
ジ　
　
　

※
ご
注
文
は
本
願
寺
出
版
社
ま
で
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